
大学院薬学研究科４年制博士課程（医療薬学専攻）　研究指導教員一覧表

専攻分野
指導教員

（所属分野）
主な研究内容

那谷　耕司　教授
（臨床医化学分野）

ヘパラン硫酸とインスリン産生膵β細胞の機能、増殖との関連を解析することで、未だ不明な点が多い糖
尿病の病態解明を目指す。この研究で得られた糖尿病の病態に関する新たな知見を基に、新たな糖尿病の
治療法の開発を試みる。

奈良場 博昭 教授
（薬学教育学分野）

炎症性疾患に関わる基礎病態を培養細胞などを用いて分子生物学的手法により解明する。また、実験動物
を用いた炎症性病態モデルにおいて薬理学的手法を応用した検討も行う。
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三部　篤　教授
（薬剤治療学分野）

薬物、環境因子や嗜好品が発生段階および組織形成に影響を及ぼすことはよく知られている。しかし、こ
れらの物質がどの段階で、どの細胞に影響を及ぼし、形態形成に影響しているかは殆ど明らかにされてい
ない。各組織における特異的細胞の分化に対する薬物およびその他の因子の効果を様々な実験で検討し、
標的細胞および作用時期およびその分子生物学的メカニズムを明らかにする。

工藤　賢三　教授
（臨床薬剤学分野）

主にがん薬物療法学に関する研究課題を設定し、研究の立案からまとめに至る指導を行うとともに、学会
発表のためのプレゼンテ－ションに関する指導、学術誌への論文投稿のための論文作成指導を通じて、博
士論文作成の指導を行う。

高橋　寛　教授
（地域医療薬学分野）

地域医療における薬剤師活動の質の評価に関する研究課題を設定し、研究の立案からまとめに至る指導を
行うとともに、学会発表のためのプレゼンテーションに関する指導、学術誌への論文投稿のための論文作
成指導を辻て、博士論文作成の指導を行う。

松浦　誠　特任教授
（地域医療薬学分野）

地域医療に関する研究課題のうち、在宅における薬物療法に関するテ－マを設定し、研究の立案からまと
めに至る指導を行うとともに、学会発表のためのプレゼンテ－ションに関する指導、学術誌への論文投稿
のための論文作成指導を通じて、博士論文作成の指導を行う。

杉山　晶規　教授
（衛生化学分野）

分子腫瘍学に関する研究課題を設定し、研究の立案からまとめに至る指導を行うとともに、学会発表のた
めのプレゼンテ－ションに関する指導、学術誌への論文投稿のための論文作成指導を通じて、博士論文作
成の指導を行う。

幅野　渉　准教授
（薬物代謝動態学分野）

ゲノム情報薬学に関する研究課題を設定し、研究の立案からまとめに至る指導を行うとともに、学会発表
のためのプレゼンテ－ションに関する指導、学術誌への論文投稿のための論文作成指導を通じて、博士論
文作成の指導を行う。

朝賀　純一　准教授
（臨床薬剤学分野）

医薬品の安全性に関する課題を設定し、研究の立案からまとめに至る指導を行うとともに、学会発表のた
めのプレゼンテ－ションに関する指導、学術誌への論文投稿のための論文作成指導を通じて、博士論文作
成の指導を行う。

分
子
病
態
解
析
学
専
攻
分
野

薬
物
療
法
解
析
学
専
攻
分
野



専攻分野
指導教員

（所属分野）
主な研究内容

野中　孝昌　教授
（構造生物薬学分野）

薬物標的蛋白質または生命活動維持に重要な役割を持つ蛋白質の、培養、精製、結晶化、X線結晶構造解
析、ドッキングシミュレーションを行い、蛋白質の構造と機能の相関を明らかにする課題の論文指導を行
う。

河野　富一　教授
（創薬有機化学分野）

創薬有機化学特論で学んだ内容を基盤として、ドラッカブルな化合物の設計、合成および活性評価を通じ
て生体分子や他の薬物との相互作用の挙動を明らかにすることを目的とした研究課題を実施する。研究課
題については、学生と相談のうえで決定する。

西谷　直之　教授
（情報薬科学分野）

悪性新生物に対する分子標的薬を志向した創薬研究を行う。化合物評価系の構築と微生物由来物質などの
化合物スクリーニング、作用メカニズムの解明に関連した実験を行う。得られた化合物を用いた細胞生物
学的解析から、新たな創薬標的の探索も視野に入れる。これら最先端の創薬研究を体験し、創薬に関連す
る基礎知識、発表技能、コミュニケーション技術、態度を学ぶ。

阪本　泰光　准教授
（構造生物薬学分野）

生命機能発現機構の解明や標的分子の構造に基づく化合物の探索・設計、生体高分子の改変・応用を目指
して、生命機能、創薬あるいは産業において重要な生体高分子の構造解析、相互作用解析および機能解析
等の実験・研究を立案、計画、実施する。また、 JAXAや産総研などとの共同研究や国際学会での発表を
通じて、独立した研究者としての資質を培う。

大橋　綾子　教授
（生体防御学分野）

老化、生体防御、環境ストレス応答、薬物耐性などを研究題材として、これらに関わる遺伝子群の個体レ
ベルの機能を解明する。得られた研究成果をもとに、予防薬学への新たな視点や、新たな創薬標的などを
議論する。各自が個別の研究テーマを設定した上で、研究計画の策定、実施、実験結果の解釈、とりまと
めなどを通じて、学位に相当する研究遂行能力を身につける。

中西　真弓　教授
（機能生化学分野）

骨吸収、インスリン分泌、がん細胞の転移などの生命現象におけるプロトンポンプの機能と分子機構を解
明する。本研究では、遺伝子改変マウスや培養細胞を用い、遺伝子工学的・細胞生物学的手法により解析
する。他に、口腔内病原細菌の耐酸性獲得におけるプロトンポンプの機能の解明も研究テーマとして実施
している。口腔内に限らず全身疾患の原因となる虫歯菌や歯周病菌を研究対象とし、プロトンポンプを標
的とした新規抗菌薬の開発につなげる。研究を通して、生涯役立つ論理的思考や問題解決能力、プレゼン
テーション力を身につける。

白石　博久　特任教授
（生体防御学分野）

染色体遺伝子を破壊する事なく目的とする遺伝子機能を抑制できるRNAiの発見とその分子生物学的応用の
発展に伴い、疾患関連遺伝子の機能解析や、その網羅的なスクリーニングが極めて簡便になった。本実験
では、細胞内異物分解区画であるリソソーム関連オルガネラの形成、維持に関わる遺伝子群の探索をRNAi
ライブラリーを用いて実施し、遺伝子を標的とした創薬基礎研究の流れを体得する。

藤本　康之　准教授
（分析化学分野）

遺伝子組換えや遺伝子導入等を基本的技術として用い、哺乳動物細胞における細胞内タンパク質輸送の仕
組みの解明を目的とした研究テーマについて、論文指導を行う。

大橋　一晶　准教授
（臨床医化学分野）

新たな医薬品資源開拓の一助とするため、薬用資源植物（主にマメ科、セリ科）に関して分類学的手法や
分子系統解析を用いて近縁種との類縁関係・進化系統関係を解明する。研究計画の立案・解析結果の解
釈・成果発表を通じて、研究遂行能力の修得を目指す。
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